	 助成番号 050133
	
	６－２


研 究 成 果 報 告 書

（国立情報学研究所の民間助成研究成果概要データベース・登録原稿）

	研究テーマ

（和文）　ＡＢ
	単一タンパク分光のための紫外顕微鏡の開発

	研究テーマ

（欧文）　ＡＺ
	Ultraviolet fluorescence microscope for single protein spectroscopy

	研

究氏

代

表名

者
	ｶﾀｶﾅ ＣＣ
	姓）フジヨシ
	名）サトル
	研究期間 Ｂ
	　２００５ ～ ２００７ 年

	
	漢字 ＣＢ
	藤芳
	暁
	報告年度 ＹR
	　２００７ 年

	
	ﾛｰﾏ字 ＣＺ
	Fujiyoshi
	Satoru
	研究機関名
	東京工業大学大学院

	研究代表者 ＣＤ
所属機関・職名
	理工学研究科　物性物理学専攻・助教

	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　タンパク質の取りうる準安定構造は無数にあり、生理条件下では、タンパク質はその構造間を行き来しながら機能を示している。単一タンパク質の分光測定には数十秒の測定時間が必要であるため、常温下では時間平均により、単一タンパク質のスペクトルが多数の構造の平均を反映したものになってしまう。一方、低温下では熱による構造変化を抑制できるため、個々の準安定構造を反映したスペクトルを得ることができる。このため、低温(1.5 K)の単一タンパク質分光を用いて、タンパク質の立体構造についての研究が約１０年前から現在まで精力的に行われている。しかし、本手法は近赤外の蛍光測定をプローブ過程に用いるため、その応用例は光合成アンテナタンパク質に限られていた。そこで、本研究では可視から紫外波長領域の蛍光測定に基づく単一タンパク質分光の実現するため、低温で使える対物レンズの開発を行った。その結果、すくなくとも波長400 nmから1000 nmで色収差が無視でき、低温で使える対物レンズの開発に成功した[Applied Physics Letters (2007)]。低温（1.5 K）下における色収差に関して、この対物レンズは我々の知る限り、他に例を見ない優秀な性能を示している。現在では、本研究で開発した対物レンズを用いて、可視蛍光性のタンパク質の温度1.5 Kでの単一分子分光に成功しており、さらなる応用の可能性を提示することができている。
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	欧文概要　ＥＺ

Low-temperature single-protein spectroscopy reveals individual stable structures and conformational dynamics of protein. However, the application was limited to chlorophyll-containing photosynthetic antenna complexes, because the method is based on fluorescence detection in the near-infrared region. In order to extend detection wavelength at the entire visible, a single-component reflecting objective was constructed for low-temperature spectroscopy with optimal imaging and transmission properties. The performance of the objective immersed in superfluid helium at a temperature of 1.5 K was tested by comparing dark-field images of uncolored polymer beads taken at wavelengths of 400 nm and 1000 nm.
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